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「カヌーと娘」  

合掌  １２月に入り山の頂きに雪が掛かると、急に冷え込みが厳しくなります。カメムシが大量発生する

と、その年は冬が冷え込むとの事です。そう言えばいつもより多く会社も自宅でもユックリ這い回り、ブンブ

ン飛んでいます。内緒ですが、社長室の中ではお客様が来られると、その人に向かってブ～ンと飛んで行

って、肩にピタッと止まる。大阪（都会）の方はギャッと驚かれるので、「大丈夫、々」と言いながらティッシュ

で軽く取り、窓を開けて逃がそうとすると。何と、窓枠に隠れているカメムシがボタボタと数匹落ちてきます。

都会人には少々ショックの様ですが、ここでは当たり前の事なので、気にしないようにとたしなめます。洗濯

物などに隠れているヤツには要注意ですね。あの強烈な臭いには、しばらくゲンナリと意気消沈します。 

 

さて、１１月10日(金)の全国統一活動ワンダスキンディには、ハーティさんお世話地区へ全員が赴きペア

で楽しく話しながら歩きました。皆で、ひとつの目標に向かって動く事の一体感と、事業部を越えての交流

が同じダスキンの仲間として互いの苦労を分かち合い、やり終えた後の喜びを共有し合えます。営業会社

であるダスキンとして、全事業部が互いをよく知り、お客様へのスムーズなお知らせ・お伝えができるように

成りたいです。iPadを活用すれば、その場で簡単に映像を通してご覧頂き理解してもらえます。お客様に尋

ねられたリ、その方に必要だと思う商品・サービスを、コンシェルズの様にさっと自然にお応えできる人に成

りたいですね。 

 

翌１１日（土）は、昔の陸上自衛隊・少年工科学校のカヌー部OB会があり、東京での出張もあったので、

久し振りに横須賀へ足を運びました。昔の下士官養成学校です。全国から中学卒業の男子が５５０名ほど

選抜され、４年間全寮制で揉まれ鍛えられます。朝は６時起床、夜１０時就寝。全て、全体行動・連帯責任

の中、午前中は通常の高校授業。午後はリーダー養成の為の精神・肉体強化及び戦闘訓練の日々です。

苦しくて厳しくて我慢できず、卒業時には半分近い３００名足らずになっていました。 

 

私は、入学後いくつものクラブ見学時に、カヌー練習中の小さな湾の中に浮かぶ遥か彼方の富士山に

魅せられ、「よし、ここにしよう！」と決めました。毎日々、夏は海から上がると T シャツには海水か汗なのか

分かりませんが、塩が噴いて白い輪染みが浮いています。冬はウエットスーツを着て、湾の端から端まで

何往復も漕いだり、数艇で５００ m レースを行います。風が吹いて、海に出られない時はウエイトトレーニン

グです。腹筋・背筋・腕立て伏せ・ベンチプレスの後、数十キロのバーベルを担いでグランドを何週も走りま

す。なよなよの身体を日々肉体改造します。 

 

この日は、３０名程の１～３年生が迎えてくれました。先輩・後輩の序列は今も厳しく、１５～７歳の少年

が「もう、いいよ」と思うくらい礼儀正しく接してくれます。何と、この日の我々の宿泊先では雑魚寝だったも



のですから、一番若い OB 二人（と、言っても５０代）が全員の布団を敷き、あれこれと世話をしてくれました。

習性とは、恐ろしいものです。ありがたかったけど・・・ 

 

そして驚いたことは、その日は風が強かったのでいつもの陸上訓練との事です。８００ m を３分以内で走

り、２分休息後５本繰り返します。２本過ぎると、いくら若くて鍛えているとはいえ、汗にまみれゼイゼイと喘

いでいます。休息時、コーチは「止まるな。次走れなくなるぞ！」と、怒鳴りつけます。我々は只、唖然と拍手

や声援を送るのみです。 

 

４５年振りの母校訪問と部活見学に、淡くも厳しい当時が思い出されました。真っ赤な秋の夕日が吸い

込まれる富士の雄姿に見惚れて、パドルを束の間止めて見入っていたことを。苦しくて辛くて逃げ出したい

と思い、一人屋上に上がると先客が居て「おい、頑張れよ」と逆に励ましたことを・・・。ここでの４年間が、今

の私を間違いなく作ってくれています。その夜は、同じ釜の飯を食った仲間たちと遅くまで痛飲しました。 

 

さて、個人的な事で恐縮ですが、娘・さやか（次女・唯一独身）が何本目かのドキュメンタリー映画を製作

しました。松山では、新年の１/３（水）～１９（金）まで、シネマルナティックで上映されます。題名は「恋とボ

ルバキア」 www.koi-wol.com 。ボルバキアとは、宿主を性転換させる共生の一種だそうです。性同一性障

害を取り扱った映画なので、正直親としては大変不安です。娘に「映画の内容は、父の知り合いに薦めら

れるか？」と尋ねると、「うん、ついて行くのは難しいと思う。LGBT恋愛ものだからね」との回答です。用心し

てご覧ください。無料で２０名分用意しておりますので、興味を持っていただける方はペアでご鑑賞下さい。 

 

これからの年末年始は、気を付けてお仕事してください。段取り（前準備）をして、慌てず、ゆっくり、安全

運転にご注意下さい。一年間大変お世話になりました。ご機嫌よく、良いお年をお迎えください。 

                                             ありがとうございました。 合掌   

＊追伸  １１月１７日に、母・曽我部悦子が永眠いたしました。 

生前、親しく賜りましたご厚情を心より感謝申し上げます。 

 

「母校訪問時の写真」 

 

http://www.koi-wol.com/

